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１回 林 講義

２回 林 講義

３回 林 講義

４回 林 講義

５回 林 講義

６回 林 講義

７回 林 講義

８回 林 講義

９回 林 講義

10回 林 講義

11回 林 講義

12回 林 講義

13回 林 講義

14回 林 講義

15回 林 講義

刺激の受容と行動 神経系の進化と多様性、環境の情報とその受容

刺激の受容と行動 効果器のはたらき、行動

学　　習　　課　　題

無性生殖と有性生殖、動物の受精と発生

生殖と発生
個体の調節

哺乳類の発生
ホメオスタシス、各器官のはたらき

個体の調節 各器官系のはたらき

内分泌系
神経系の情報処理の特徴－電気信号、神経系の情報伝達

個体の調節 各器官系のはたらき、自律神経系

個体の調節
刺激の受容と行動

生殖と発生

遺伝情報とその伝達・発現のしくみ 遺伝情報の伝達－RNA、タンパク質の合成－翻訳

遺伝情報とその伝達・発現のしくみ タンパク質の合成－翻訳、遺伝子組換え技術とゲノムの構造解析
法

遺伝情報とその伝達・発現のしくみ 変異、ヒトの遺伝、遺伝子組換えの応用

生命体のつくりとはたらき 酵素とそのはたらき、生体内の化学反応、ATPの生合成

生命体のつくりとはたらき
細胞の増殖とからだのなりたち

ATPの生合成
細胞分裂

細胞の増殖とからだのなりたち
遺伝情報とその伝達・発現のしくみ

染色体と遺伝、細胞の分化と個体のなりたち、細胞の老化
遺伝情報の担い手－DNA、DNAの複製

学習項目 学習内容
主担当
教　員

生命体のつくりとはたらき 生命現象のとらえ方、細胞の構造と細胞間の関係

生命体のつくりとはたらき 細胞の構造と細胞間の関係、細胞の化学成分、細胞内外の輸送

参考書等
基礎から学ぶ生物学・細胞生物学　和田勝著　羊土社

備考

再試験の有無と
基準等

再試験は教員が必要と認めた場合、不合格者全員に対して実施する。

学生の主体性を伸ば
すための教育方法と
学生への期待

生物学は、生理学、解剖学、生化学などをはじめとする看護師に必要とされるあらゆる知識の基礎となるものです。
高校生物や基礎生物学で学んだ知識を復習しながら、さらに発展させた内容の講義をしますので、講義を通じて生命
現象に関する理解を深めてください。質問については、講義中、講義後にかかわらずいつでも受け付けますので、気
軽に質問してください。

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・
ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

Ｂ　人々の生活に根ざした看護を実践するための幅広い教養と専門的知識を有している。（知識・理解）

Ｅ　地域社会に暮らす人々の生活支援において必要となる情報を分析し、健康課題を解決するための方策を考えるこ
とができる。（思考・判断）

教科書
系統看護学講座　基礎分野　生物学　医学書院

科目等
履修生

ｵｰﾌﾟﾝｸﾗｽ

看護師にとって、生命に対する深い理解は必要不可欠であり、そのための基礎となる学問が生物学である。本講義では、前期に
並行して開講する基礎生物学の内容を基礎として、生命体のつくり、生体維持のエネルギー、生殖と細胞の増殖、各器官の発生
とその働き、個体の調節、刺激が受容・伝達される仕組み、遺伝情報の維持及び伝達、さらには生物の遺伝子情報の解析及び遺
伝子組換え技術などについて学ぶことにより、生命現象に対する理解を深める。

生命体のつくりとその構成成分を理解できる。
生物の代謝を理解できる。
細胞の増殖過程、体の成り立ちを理解できる。
生物での遺伝情報の伝達と発現のしくみを理解できる。
生殖と発生を理解できる。
個体の調節機構を理解できる。
個体における刺激の受容のしくみを理解できる。

成績評価方法
(基準)

出席日数（３分の２以上を必要とする）
定期テスト（９０％）、レポート（１０％）

選択
区分

選択
単位数
(時間)

2(30)
授業
形態

講義

実務経験を活かした教育の取組

生物学
Biology

林 辰弥（507）
教員への連絡方法
(メールアドレス)

履修
年次

1年次
前期

科目
区分

教養・基礎科目
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